	綿・スフ織物業


落ち込んでいた生産は、平成21年秋以降、季節要因から、やや持ち直した。
コストの上昇は一服しているものの、受注単価は低いままであり、さらに、小ロット品や、難しい製織技術が必要な製品が増え、生産効率が低下しているため、収益は引き続き厳しい。
業界の概要　

綿・スフ織物は、アパレル、寝装品、シーツ、インテリア、産業資材、浴衣等の生地に利用される。

生産形態は、糸を支給され織工賃を受け取る賃織（受注生産）が多く、織物卸売業者、大手紡績メーカーのテキスタイル部門が主な発注元である。

織り上げられた白生地は、発注元が自らの企画とリスクで染色加工し、テキスタイル（加工反）にして、アパレル業者等へ販売する。
生産の落ち込みは秋以降、やや緩和

平成21年は年初から受注が低調で、とくに、３～８月は不況の深刻化と季節的閑散が重なり、ほとんどの企業で大幅な減産を余儀なくされた。こうしたなか、小規模企業の廃業に加え、中堅企業で自己破産する例がみられた。
９月頃よりは季節要因で受注がやや持ち直し、生産の落ち込みは緩和に向かった。ただし、受注内容は小ロット、短納期が中心であり、各社の業況は引き続き厳しい。
収益は厳しい
コスト面で、綿糸価格は原綿高や中国市場の需給ひっ迫から強含みであるが、かつての高値は緩和されている。また、経糸のサイジング（糊付け）の外注加工費も重油価格が落ち着いてきたことを反映して安定している。
一方、受注単価はアパレル商品の低価格化を背景に低迷している。さらに、全体として取引高が減少しているなか、小ロット化や、後述のように難しい製織技術が必要な製品の増加による生産効率の低下もあり、収益は厳しい状況にある。
設備投資、雇用は低調

製織設備であるエアージェットやレピア等への投資はほとんどみられない。ただし、過去に買収し、子会社にしたサイジング工場に新たな投資を行った例、後継者不在の繊維商社をＭ＆Ａで買収した例がみられた。
雇用面では、操業短縮のために雇用調整助成金等を利用しながら週休を２日から３日に増やした例が多くみられた。
従業者数は減少傾向をたどっているが、一部の中堅企業では若干の新規採用が行われ、また、若手労働者の採用難から中国人研修生を受け入れている例もみられる。
難しい製織技術による織物が求められる
輸入品の技術水準が高まるなか、国内の織物業者は、従来より一層難しい製織技術が必要な製品への取組が求められている。例えば、過去に競争力のある製品であったストレッチ織物、高密度織物の場合も、現在は交織技術によって２種類以上の異なる繊維素材・番手の糸を織り交ぜる等、よりレベルの高い取組がみられる。

これらは発注元と共同で取り組むため、輸入品との競合が少なく、受注単価も低くはないが、Ｂ反・Ｃ反の発生率が高く、また、ロットが小さいため、採算は厳しい。しかも、現在のように、アパレル商品の低価格化が求められるなかで、これら高付加価値品は苦戦を強いられている。

なお、アパレルと比べるとウエイトは低いが、産業資材(テープ類の基布、テント・シート等)の分野は輸入品との競合が少なく、安定した受注がある。しかし、産業資材の素材は綿より合繊が多いため、綿織物の比重が高い大阪産地では対象品目が限定され、取り扱いのウエイトは低い。

今後の見通し
アパレル商品の低価格化が進むなか、当業界の発注元である織物卸売業者や大手紡績メーカーは従来以上に国内より海外での事業活動に力を入れている。
このため、国内の織物業者が輸入品との競合を避けて取り組んできた前出のような高付加価値の織物は、今後、ますます苦戦を強いられることが予想される。

業界を取り巻く環境が厳しさを増すなか、生き残りに向けて、事業規模を縮小しつつ、高付加価値品、小ロット品の扱いに適した生産体制や社内組織が模索されている。　　　　　　　　　　（松岡　信明）
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　平成18年 69,693 71,487 141,180 (- 2.2)

　19年 67,590 70,277 137,867 (- 2.3)

　20年 65,867 69,834 135,701 (- 1.6)

21年1～10月 50,980 45,985 96,965 (-14.3)

大阪地区の綿・スフ織物業の生産高

(注）　（　）内は前年比、前年同期比。　

資料：泉州織物工業協同組合、

　　　大阪南部綿織物工業協同組合

（単位：千㎡、％）
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